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題字 松村美香さん

へその緒が首に巻きつき麻痺が残り言葉も上手く出ず、足も不自由になり歩いた後に尿を引きずった

跡が残り、まいまいつぶろ(カタツムリ)と呼ばれ廃嫡をうわさされていた若名(幼名・長富丸)徳川家

重、彼の言葉を解する小姓・兵庫(後の忠光)と家族以上の絆、心の交流をもって第九代将軍になるまで

の物語。私自身、全盲の両親に育てられ今も両親との幸せな日々が恋しいと思う。知的障害の次男の子

育てと人生が重なるような思いでこの小説に惹きつけられた。両親は私の叔母夫婦で、人は血のつなが

りではなく、共に過ごした心のつながりで結びついていくのだと思っている。忠光の最期に家重がつぶ

やいた心の叫びが特に心にひびき涙が止まらなかった。

「まいまいつぶろと指をさされ、口がきけず幸いであった。そのお陰で私はそなたと会うことができ

た。もう一度生まれても私はこの身体でよい、忠光に会えるのならば」

涙ながらに作品を読み、幻冬舎 村木嵐(らん)氏にファンレターを出しました。

そしたら数日後、思いもかけず、ご本人から直筆のお返事をいただきビックリし

ました。「まいまいつぶろ」の中で暴言ともいえる言葉を書くとき、ためらいと

怖さもあったけれど、私のハガキで勇気をもらい思い伝わったのかな・・・とう

れしくホッとしたと書かれていました。つたないファンレターにご丁寧にお返事

いただき私の宝物になりました。男社会の歴史物語に女性らしいきめ細やかな優

しさあふれる素敵な小説にめぐりあえました。

会員どうしでつながりたい！

瓦版
三郷町の活動を紹介します。会員はようやく３名、平均年齢も 50代を超えています。月に 1度は勉強

会や何でもお話できるおしゃべりサロンを社協にて開催しています。

以前より福祉政策は前進したかもしれません。しかし、多様性の象徴である障がい者の世界で障がいの

あるひとの人生が安心できる環境であるかというとまだまだそうではありません。何を解決すれば安心で

きるのか？それを知る為には障がいのある方々と家族の悩みや困り事をたくさん知る必要があります。そ

れを知る方法は会員拡大が一番です。

昨年 12月、社協の応援を頂きながら、三郷町で会員拡大の為にも講演会を開催することにしました。

講師は住本理事長と宮本、中坊両副理事長にお願いしました。結果は地域の小中学校の保護者が 18名、

町の職員 5名の参加でした。地域の保護者の関心事は進路、特に県立高等養護学校を目指す保護者も多い

ので理事長の講演を聞きたかった様です。個人の特性に応じた仕事内容を探しだし就職を勝ち取ってゆく

理事長のお話はまだ子どもの将来が見えない若い保護者に安堵と希望を与えました。両副理事長の講演も

人生のいろんな場面を思い出して涙したという共感のことばもありました。また打合せの折、参加者から

の事前の質問に丁寧に応えたいという真剣な思いに私も心が温かくなりました。

保護者の方々は真剣で必死にメモを取り終了後もどんどん質問をしてこられる。講演の内容がタイパ重

視の若い方々の琴線に触れ揺さぶられたからであろうと思います。講師の皆さんありがとうございまし

た。

しかし、まだ会員拡大には至っていません。すぐに結果はでなくとも若い保護者ひとりひとりが思い悩

んでいることに耳を傾けその回答となるような、このような講演会やセミナーを続けるしかないのかなと

考えています。そして若い保護者の方々がその次の世代の悩める保護者に励ましと希望を送ってもらえる

ように会をつないでいきたいです。

大変有意義な講演会でしたよ。皆さんの市町村でも開催してみてはいかがでしょうか。

市町村より「げんき」をお届け コーナー

三郷町 井伊 美千代

葛城市 村山 雅将(むらやま まさゆき)さん

絵画 「楽」

作品コメント

書き順が

難しかったです。

小説 まいまいつぶろを読んで

吉野町 山本 悦子

三郷町育成会の新会員拡大への試み

【三郷町の花】ひまわり

住民一人ひとりがしっかりと手をつなぎ、互いに連帯・協力し合って、

まちづくりをめざすことを象徴しています。

由来が

素敵ですね

サンメイト

美術館

サンメイト美術館
作品募集中！
絵画、書道、工芸
生け花、詩など
お待ちしています。

瓦版げんき10号をお届けします。

今回の紙面では、サンメイト研究大会「自分で自分を守ろう」防災体験の様子を、より多くの方に知っ

ていただきたく見開き２ページに掲載しました。筆者も取材を兼ねて参加し、いつ、どこで起きるかわ

からない災害に対して、私たちが唯一できることが「備え」だと痛感しました。各ご家庭で必要な備え

は異なるでしょう。この機会に、ぜひご家族で話し合ってみてください。

マイウェイ


